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これまでの主な取り組み

4

当社グループで推進している全事業の戦略を見直し、事業の選択と集中、第3の柱となる新規事業の検討などを実施、
今後の成長のための礎を築くべく進めてきました。

コーポレート・ガバナンス
の強化

 新企業理念の策定
 監査等委員会設置会社への移行（2025年7月）
 指名・報酬委員会の設置（2025年4月）：役員報酬の見直し
 執行役員体制による経営会議

グループ内事業の
戦略推進

 国内遊技機事業、統合型リゾート(IR)事業の中期事業戦略の
策定

 事業統括本部を設置し責任所在の明確化
 人事評価制度の見直し

（2026年上半期から新評価制度スタート予定）

選択と集中  事業評価会制度の導入により事業の見直しを実施
 不採算事業の整理や不稼働資産の売却

第3の柱となる事業
確立に向けた検討  事業間シナジーを最大化する新事業領域を模索
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減損損失について

5

連結ベースで総額約2,291億円の減損損失の計上

 統合型リゾート(IR)事業で2,247億円の減損損失計上
当社グループは、フィリピンにおいてゲーミングライセンスを取得した2008年時点におけるマカオゲーミング市場の
活況と、中国人顧客のフィリピン市場へのオーバーフローによるインバウンド需要の増加やフィリピン経済の発展に
より、フィリピンゲーミング市場の成長を見込んでおりました。
2024年以降のフィリピンを取り巻く政治情勢やPOGO（Philippine Offshore Gaming Operator）ライセンスの禁止な
どの事業環境の激変、コロナ禍等を経て、フィリピン経済とゲーミング市場の見通しの変化を織り込んだ事業性の再
評価を実施したところ、約2,247億円の減損損失を認識するにいたりました。

 国内では、美術館ほかの資産に関連して約43億円の減損損失を認識



2025年12月期決算概況
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連結損益計算書

7

(百万円) 2024年12月期 2025年12月期 増減 主な増減の要因

売 上 高 126,328 122,827 -3,500 • 遊技機事業：+13,204
• 統合型リゾート(IR)事業： -16,571

営 業 利 益 3,024 △3,228 -6,252 • 遊技機事業： +3,349
• 統合型リゾート(IR)事業： -9,985

営 業 利 益 率 2.4% - -

経 常 利 益 △5,599 △18,497 -12,898 • 支払利息&社債利息： -3,711
• 為替差益 11,263→為替差損 1,134

経 常 利 益 率 ‐ ‐ -

当 期 純 利 益 △15,569 △231,425 -215,855 • 減損損失： 229,115

調整後EBITDA 28,346 23,152 -5,194
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連結損益の推移

90,435

140,998

178,995

126,328
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FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
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20,738

41,118

55,857

28,346
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売上高 営業利益 当期純利益 調整後EBITDA
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(百万円) (百万円) (百万円) (百万円)
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Pハネモノ
ファミリースタジアム

各事業の状況

2025年度の当社遊技機事業は、市場でのスマスロ
の好調な稼働状況を受けつつ、新基準となる
「ボーナストリガー」対応機種を市場に投入、
好評を得ました。パチンコにおいても新基準
「ラッキートリガー3.0+」搭載機を導入しました。
市場変化にいち早く対応した新基準機の投入を実
施しつつ、高評価をいただいているシリーズ機と
して「沖ドキ！」シリーズ、「マギアレコード魔
法少女まどか☆マギカ外伝」等を販売。パチンコ
では「ハネモノファミリースタジアム」でパチン
コの持つ豊かなゲーム性を感じていただくべく、
市場に一石を投じました。
当期の新規投入タイトル数は、パチスロ機8タイ
トル、パチンコ8タイトルとなり、総販売台数は
115,000台となりました。

43,504
56,708

FY2024 FY2025

7,312

10,662

FY2024 FY2025

8,557

12,548

FY2024 FY2025

81,981
65,409

FY2024 FY2025

2,871

△ 7,114
FY2024 FY2025

19,560

10,282

FY2024 FY2025

2025年度のオカダ・マニラは、フィリピンのゲー
ミング市場全体がジャンケットビジネスの大幅な
減少という構造的な逆風に直面する中での運営と
なり、それによるVIPマーケットの縮小が収益面に
大きく影響を与え、通期では前年を下回る結果と
なりました。
一方で、マスマーケットにおいては、悪天候や政
情不安の影響による施設への来訪者数の一時的な
減少の影響を受け前年比マイナスとなりましたが、
底堅い売上を示しました。
また、ホテル、飲食、エンターテインメントなど
の非ゲーミング領域も、マスマーケットと同様に
底堅い動きを示しました。

9

売上高 営業利益 調整後EBITDA 売上高 営業利益 調整後EBITDA

当期の振り返り 当期の振り返り

アレックスブライト

遊技機事業 統合型リゾート(IR)事業
(百万円) (百万円)

ファミリースタジアム™シリーズ＆ ©Bandai Namco Entertainment Inc. ©Bandai Namco Sevens Inc.
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連結貸借対照表

資産の部 負債・純資産の部

(百万円)
2024年12月期 2025年12月期 前期比

(百万円)
2024年12月期 2025年12月期 前期比

流動資産 78,856 93,415 14,558 流動負債 43,341 41,639 -1,701

固定資産 553,082 279,549 -273,532 固定負債 219,723 202,307 -17,415

有形固定資産 457,209 198,155 -259,054 負債合計 263,064 243,947 -19,117

無形固定資産 2,041 1,466 -575 株主資本 354,241 122,816 -231,425

投資その他の資産 93,830 79,927 -13,901 その他の包括利益累計額 15,489 6,871 -8,618

純資産合計 369,731 129,687 -240,043

資産合計 632,795 373,634 -259,161 負債・純資産合計 632,795 373,634 -259,161

10



2026年12月期の取り組み
遊技機事業について
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遊技機事業

事業環境

12

遊技人口の下げ止まり、店舗構造の変化、パチスロ堅調、パチンコ苦戦

720万人
770万人

660万人
690万人 700万人 710万人

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年推計 2026年予測

2,338千台 2,205千台 2,077千台 1,969千台 1,900千台 1,800千台

1,475千台
1,358千台 1,347千台 1,355千台 1,400千台 1,450千台

3,813千台
3,563千台 3,424千台 3,324千台 3,300千台 3,250千台

8,458軒

7,665軒

7,083軒
6,706軒 6,500軒 6,400軒

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年推計 2026年予測

パチンコ設置台数
パチスロ設置台数

ホール軒数

出典：(公財)日本生産性本部「レジャー白書」・警察庁「風俗営業等の現状と風俗関係事犯等の取締り状況について」を加工して当社作成
注： 2025年と2026年の数字は当社推計・予測のものです

遊技人口の推移 設置台数・ホール軒数の推移
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遊技機事業

販売計画

13

2024年12月期
実績

2025年12月期
実績

2026年12月期
計画

パチスロ

販売台数(台) 68,292 83,044 108,000

パチンコ

販売台数(台) 23,858 31,956 28,000

総販売台数(台) 92,150 115,000 136,000

スマスロ
ミリオンゴッド-神々の軌跡-

パチスロ

パチンコ

スマスロ
ハナビ

eラグナドール
妖しき皇帝と終焉の夜叉姫 Pえとたま2 神祭干支甘

2026年12月期リリース予定の主な機種

©Grams. All rights Reserved. ©えとたま製作委員会 ©えとたま製作委員会「猫客万来」
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遊技機事業

2026年12月期の予想

14

68,268

80,980

43,504

56,708

69,000

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
予想

19,818

24,082

7,312

10,662

13,500

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
予想

20,000

25,603

8,557

12,548

15,700

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
予想

売上高 営業利益 調整後EBITDA
(百万円) (百万円) (百万円)



2026年12月期の取り組み
統合型リゾート(IR)事業について
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統合型リゾート(IR)事業

エンターテインメントシティとオンラインカジノGGR フィリピン観光客数

事業環境

16

VIPマーケットは、ジャンケットの消失により当面回復が望めないものの、マスマーケットはフィリピン経済をベースとし
た地元顧客中心のため底堅い成長を見込む。中国インバウンド顧客の回復がないインバウンド観光客数は微増を見込む。

789 

1,462 
1,733 1,641 1,600 1,600 67 

101 

332 

1,357 
1,900 

2,200 

856 

1,563 

2,065 

2,998 

3,500 
3,800 

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
推計

2026年
予測

Entertainment City / NCR
Electronic Games

(単位:億PHP(フィリピンペソ))
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265

545

643 648

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年
予測

(単位:万人)
640万人以上

出典：PAGCOR "Industry Statistics" ( 2021~2024年通期データ)・フィリピン観光省 (Department of Tourism)「Visitor Arrivals to the Philippines 2021~2025」を加工して当社作成
注：エンターテインメントシティとオンラインゲーミングGGRの2025年・2026年、フィリピン観光客数の2026年について、それぞれの数値は当社調べのものです
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統合型リゾート(IR)事業

各領域別取り組み

17

ロイヤルティプログラムの刷新
 会員グレード別へのダイレクトな特典付与等、訴求力ある価値提案
顧客体験価値の管理プログラム導入
 顧客体験スコア向上と効率的なリソース投資の実現
モバイルアプリの改良
 ロイヤルティプログラムの魅力向上とモバイルアプリ改良による顧客利便性の向上
潜在的プレミアム顧客誘致の強化
 日本、韓国、台湾、シンガポール、タイ、マレーシアなど主要アジア各国のダイレク

トマーケティングを強化
マスマーケット集客の強化
 魅力的なゲームバリエーション（TG/EGM）の導入
 予測分析によるプロモーション/イベント時におけるターゲットオファーの導入

 国内外MICEビジネスの強化
 リテイルテナントへのロイヤルティプログラム導入強化

4,122 3,876 

12,775 11,757 

10,935 
9,862 

11,108 

6,191 

FY2024 FY2025 FY2026
計画

非ゲーミング収益 ゲーミングマシン
マステーブル VIP

37,000

31,685

38,930

統合型リゾート(IR)事業収益 ゲーミング領域

非ゲーミング領域

(百万PHP(フィリピンペソ))
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統合型リゾート(IR)事業

2026年12月期の予想

18

71,771

96,947

81,981

65,409
70,000

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
予想

3,780

14,367

2,871

△ 7,114

8,900

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
予想

19,350

29,981

19,560

10,282

18,000

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
予想

売上高 営業利益 調整後EBITDA
(百万円) (百万円) (百万円)

注：想定為替レート：1JPY = 2.55 PHP



今後について
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2026年12月期業績予想
(百万円) 2025年12月期実績 2026年12月期予想 増減 主な増減の要因

売 上 高 122,827 140,000 +17,173 • 遊技機事業： +12,000
• 統合型リゾート(IR)事業： +4,000

営 業 利 益 △3,228 16,000 +19,228 • 遊技機事業： +3,000
• 統合型リゾート(IR)事業： +16,000

営 業 利 益 率 - 11.4% - • 遊技機事業：堅調
• 統合型リゾート(IR)事業：安定的に黒字化

経 常 利 益 △18,497 2,200 +20,697 • 為替レートに関する前提：為替差益/為替差損：0

経 常 利 益 率 ‐ 1.5% -

当 期 純 利 益 △231,425 2,000 +233,425

調整後EBITDA 23,152 29,000 +5,848

20
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2030～～2030～2025

ユニバーサルエンターテインメントグループの将来ビジョン
連続的成長領域の既存事業（遊技機事業／統合型リゾート(IR)事業）を、底堅い収益ドライバーとして確立し、
遊技機メーカーとしての知見と、「オカダ・マニラ」で培った統合型リゾートの運営経験を最大限に活用し、
シナジーを最大化させる新事業を、2026年度中に創出。

21

フィリピンのNo.1統合型リゾートへ

パチスロは首位奪還
パチンコは主要メーカーとしての

ポジション確保へ

中長期的な成長 ～EBITDA貢献度イメージ～事業セグメント

新事業

統合型リゾート
(IR)事業

遊技機事業

セグメントの役割と
成長の方向性

役割
将来の成長ドライバー
既存事業からのシナジー
既存事業へのフィードバック

役割
収益ドライバーとしてのさらなる貢献

成長の方向性
アジア市場でのポジション確立、
統合型リゾートとしての魅力度向上
＆収益チャネル複合化

役割
収益ドライバー

成長の方向性
パチンコ市場でのポジション確立
パチスロ市場での首位奪還
他社機販売

新事業



【免責事項・見通しに関する注意事項】
1. 本資料は、投資勧誘を目的としたものではありません。
2. 本資料には、当社及び当社の関係会社の計画、見通し、目標、予想数

値等の将来に関する記述が含まれている場合がございますが、これら
は現時点で入手可能な情報に基づく判断及び仮定に基づいており、
潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、将来に
おける実際の業績は、今後の事業環境、経済状況、金融市場の状況
その他の様々な要因により、上記将来に関する記述の内容と大きく異
なる結果となり得ることをご承知おきください。

3. 当社は、将来の見通しを変更した場合であっても本資料を更新いたし
ません。
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